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山陽小野田市立山口東京理科大学の学び

建学の精神

基本理念

「理学の普及を以て国運発展の基礎とする」
　公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学は、地方都市における落ち着いた教育環
境のもと、学校法人東京理科大学との姉妹校関係を維持強化しつつ、薬工系の基礎的知識と
専門的な学術を教育・研究するとともに、地域に根差し、地域社会の発展に寄与する「地域
のキーパーソン」の育成に貢献することを目的とします。

・世界的視野で物事を思考できる人間性豊かな人材の育成
・波及効果の期待できる独創的・ 先進的研究の推進
・教育・研究と地域貢献が一体化した生涯教育の充実

沿革

昭和62年（1987年）  東京理科大学山口短期大学を開設
平成  7年（1995年）  山口東京理科大学を設置
平成  9年（1997年）  液晶研究所を設置
平成11年（1999年）  山口東京理科大学大学院基礎工学研究科修士課程を設置
平成15年（2003年）  山口東京理科大学大学院基礎工学研究科博士後期課程を設置
平成17年（2005年）  先進材料研究所を設置
平成21年（2009年）  基礎工学部を改組し、工学部「機械工学科」「電気工学科」「応用化学科」を
　　　　　　　　　　　 設置
平成25年（2013年）  大学院工学研究科修士課程、博士後期課程を設置
　　　　　　　　　　　 教職課程を設置
平成26年（2014年）  地域連携センター、教育開発センターを設置 
平成28年（2016年）  公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学を開設
平成30年（2018年）  薬学部薬学科を設置
　　　　　　　　　　　 機械工作センター、研究機器センター、国際交流推進機構、薬学部附属薬
　　　　　　　　　　　 用植物園を設置
令和  2年（2020年）  環境安全センターを設置
令和  4年（2022年）  生涯学習センターを設置
令和  5年（2023年）  数理情報科学科を設置
 教職課程センターを設置
令和  6年（2024年）  医薬工学科、大学院薬学研究科博士課程を設置
 教育改革推進機構、研究推進機構、地域貢献機構を設置
令和  7年（2025年）  大学院工学研究科「機械工学専攻修士課程」「電気工学専攻修士課程」 
 「応用化学専攻修士課程」を設置
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組織図

理　事　長

事　務　局

監　　　事

理　　 事

理 事 会

経営審議会

企 画 室

監 査 室

副 学 長

教育研究審議会

学　　　長

工　　学　　部

薬　　学　　部

大　　学　　院

図　　書　　館

教育改革推進機構

研 究 推 進 機 構

地 域 貢 献 機 構

総　　務　　部

管　　財　　部

教 育 推 進 部

学 生 支 援 部

研 究 推 進 部

地域連携推進部

機 械 工 学 科
電 気 工 学 科
応 用 化 学 科
数理情報科学科
医 薬 工 学 科
共通教育センター
薬　　学　　科
工 学 研 究 科
薬 学 研 究 科

教育開発センター
教職課程センター
国際交流センター
研究機器センター
環境安全センター
機械設計工作センター
生涯学習センター
地域連携センター
総　　務　　課
広 報 課
人　　事　　課
財　　務　　課
施 設 管 理 課
教　　務　　課
入 試 課
情報システム課
学 生 支 援 課
進 路 支 援 課
図 書 館 事 務 室
研 究 推 進 課
地域連携推進課
新学部設置準備室
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法　人

大　学

学　部

大学院

事務局

附属施設等

経営審議会委員 教育研究審議会委員

（令和 7年 5月 1日現在）

所　　属　　等
理事長
副理事長 兼 学長
産学官金連携（小野田地区）キャリア支援、学園都市構想担当理事
総務、財務、入試広報担当理事
副学長（社会連携担当）
総務部長
山陽小野田薬剤師会 会長
日産化学株式会社小野田工場 執行役員小野田工場長
学校法人東京理科大学 理事

氏　　名
池　北　雅　彦
武　田　　　健
藤　田　敏　彦
佐々木　有　朋
嶋　本　　　顕
芳　司　修　重
上　林　雅　樹
山　本　直　樹
吉　本　成　香

所　　属　　等
学長
大学改革、リスク管理、施設担当理事
産学官金連携（厚狭地区）キャリア支援、国際交流推進担当理事
工学部長、研究科長
薬学部長、研究科長
副学長（教育担当）
副学長（研究担当）
教育推進部長
日本化薬株式会社厚狭工場 厚狭工場長
山口経済同友会  顧問
山陽小野田市教育委員会 教育長
学校法人東京理科大学 常務理事

氏　　名
武　田　　　健
田　中　宏　幸
豊　田　弘　光
白　石　幸　英
和　田　光　弘
堤　　　千佳子
永　田　寅　臣
貞　重　明　男
堀 口 尚 文
川久保　賢　隆
長　友　義　彦
樋　上　賀　一

役職員

【 役 員 】
理 事 長
副 理 事 長
理 事
理 事
理 事
理 事
監 事
監 事

学 長
副 学 長
副 学 長
副 学 長
学 長 補 佐
学 長 補 佐
学 長 補 佐
学 長 補 佐

●工学部

●薬学部

●共通教育センター

池 北 雅 彦
武 　 田 　 　 　 健
田 中 宏 幸
佐 々 木　  有  　朋
藤 田 敏 彦
豊 田 弘 光
畑 　 　 　 史 　 善
岡 田 卓 司

武 　 田 　 　 　 健
永 田 寅 臣
嶋 　 本 　 　 　 顕
堤　　　　 千 佳 子
松 永 浩 文
黒 川 陽 介
福 井 一 彦
塩 満 典 子

白 石 幸 英
結 城 和 久
柁 川 一 弘
太 田 雄 大
福 井 一 彦
小 　 島 　 　 　 肇

和 田 光 弘
牛　  島　  健 太 郎

堤　　　    千 佳 子

工 学 部 長
機械工学科主任
電気工学科主任
応用化学科主任
数理情報科学科主任
医薬工学科主任

薬 学 部 長
薬学科主任

センター長

事 務 局 長
総 務 部 長
管 財 部 長
教育推進部長
学生支援部長
研究推進部長
地域連携推進部長

●工学研究科

●薬学研究科

●図書館

●機械設計工作センター

●国際交流センター 

●教育開発センター

●教職課程センター 

●研究機器センター

●環境安全センター 

●生涯学習センター 

●地域連携センター 

白 石 幸 英

和 田 光 弘

金 田 和 博

吉 村 敏 彦

百 　 渓 　 　 　 江

松 永 浩 文

田 中 俊 光

井 　 口 　 　 　 眞

結 城 和 久

惠 谷 誠 司

嶋 　 本 　 　 　 顕

佐 々 木　  有　  朋
芳 司 修 重
森 　 　 　 一 　 哉
貞 重 明 男

吉　  村　  真 由 美

大 谷 剛 士

研 究 科 長

研 究 科 長

図 書 館 長

センター長

センター長

センター長

センター長

センター長

センター長

センター長

センター長

兼務
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学 部 名

工　学　部

薬　学　部

【学部】

【大学院】
（令和 7年５月１日現在）　※数理情報科学科の在学者数は 3年次までの人数　※医薬工学科の在学者数は 2年次までの人数

（令和 7年５月１日現在）　 ※工学専攻（修士課程）は、令和７年度から学生募集停止
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※機械工学専攻（修士課程）、電気工学専攻（修士課程）及び応用化学専攻（修士課程）の在学者数は 1 年次までの人数
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※薬学専攻（博士課程）の在学者数は 2 年次までの人数

（単位：人）

（単位：人）

学 科 名
機 械 工 学 科
電 気 工 学 科
応 用 化 学 科
数理情報科学科
医 薬 工 学 科

薬　　学　　科

修業年限

4 年

6年
計

計

合　　　計

合　　　計

入学定員 収容定員 入学者数 在学者数
60
60
60
60
60
300
120
420

240
240
280
240
240
1,240
720
1,960

67
63
66
70
65
331
119
450

280
265
301
195
127
1,168
721
1,889

研究科名

工学研究科

薬学研究科

専 攻 名
工学専攻（修士課程）
機械工学専攻（修士課程）
電気工学専攻（修士課程）
応用化学専攻（修士課程）
数理情報科学専攻（修士課程）
工学専攻（博士後期課程）

薬学専攻（博士課程）

修業年限
2 年
2年
2年
2年
2年
3年

4年

入学定員 収容定員 入学者数 在学者数
0
10
10
10
15
3
48
5
53

15
20
20
20
30
9

114
20
134

0
10
8
24
10
0
52
5
57

27
10
8
24
12
1
82
11
93

【附属組織】

教育研究上の基本組織

組　織　名 概　　　　要
図書館は、図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の学術情報の収集、整理及び提供を
行うことにより、広く学術の発展に寄与するとともに、本学の教職員及び学生の教育研
究に資することを目的としています。
共通教育センターは、全学協力体制に基づいて実施する共通教育に関する企画・立案・
実施及び教育に係る全学的な連絡調整を行うことにより、本学の教育の充実・発展を
図ることを目的としています。
地域連携センターは、地域文化の向上並びに地域活性化のための事業を地域と協働し
て企画・立案・実行し、本学の地域貢献活動を組織的に遂行することを目的としています。
研究機器センターは、本学の最先端の研究基盤である大型分析機器等の維持管理を行
い、学生・教員・地元企業の研究者等に優れた研究環境を供することにより、教育研
究の高度化と地域社会への貢献の一層の進展に資することを目的としています。
機械設計工作センターは、機械設計工作設備を維持管理し、教育及び研究の用に供す
ることにより、本学の教育研究活動の一層の進展に資することを目的としています。
国際交流センターは、本学の各組織を有機的に連携させ、全学的な視点から戦略的な
国際交流活動を推進していくことを目的としています。
生涯学習センターは、地域文化と学術の中心として、地域住民の学び直し、社会人教
育等本学ならではの生涯学習事業を幅広く推進することで、「知の拠点」としての教育活
動を組織的に展開し、もって社会に貢献することを目的としています。
教育開発センターは、我が国の高等教育政策及び山陽小野田市立山口東京理科大学の
教育方針に基づき、教育に関する全学的な諸施策を企画することを目的としています。
環境安全センターは、本学における教育研究活動が、環境安全に関する諸法規に則り、
学生及び教職員の安全に十分配慮して行われるよう支援を行うこと並びに本学の教育研
究活動の一層の進展に資することを目的としています。
教職課程センターは、本学における教職課程の企画及び運営並びに教職課程を履修す
る学生に対する適切な指導を推進することを目的としています。

図書館

共通教育センター

地域連携センター

研究機器センター

機械設計工作センター

国際交流センター

生涯学習センター

教育開発センター

環境安全センター

教職課程センター
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学 部 名

工学部

薬学部

（単位：人）
所 属 名

機械工学科
電気工学科
応用化学科
数理情報科学科
医薬工学科
薬　学　科

共 通 教 育 セ ン タ ー
機械設計工作センター

合　　　計

教　授 准教授 講　師 助　教 技能員 合　計
6
4
5
6
8
19
8
0
56

3
1
2
3
1
9
7
0
26

1
3
2
2
1
8
4
0
21

2
1
3
0
0
7
0
0
13

0
0
0
0
0
0
0
2
2

12
9
12
11
10
43
19
2

118

学 部 名

工　学　部

薬　学　部

【学部】

（令和 7年５月１日現在）

（単位：人）

（単位：人）

学　科　名
機　械　工　学　科
電　気　工　学　科
応　用　化　学　科
数 理 情 報 科 学 科
医　薬　工　学　科

計
薬　　　学　　　科

入学定員

合　　　計

合　　　計

入学者数

割合

県 内 県 外 男 女
67
63
66
70
65
331
119
450

60
60
60
60
60
300
120
420

25
16
22
24
17
104
40
144

32.0％

42
47
44
46
48
227
79
306

68.0％

60
57
40
55
16
228
35
263

58.4％

7
6
26
15
49
103
84
187

41.6％

研究科名

工学研究科

薬学研究科

【大学院】
専　攻　名

機械工学専攻（修士課程）
電気工学専攻（修士課程）
応用化学専攻（修士課程）
数理情報科学専攻（修士課程）
工学専攻 （博士後期課程）

計
薬学専攻（博士課程）

入学定員 入学者数

割合

県 内 県 外 男 女
10
8
24
10
0
52
5
57

10
10
10
15
3
48
5
53

6
8
24
4
0
42
1
43

75.4％

4
0
0
6
0
10
4
14

24.6％

10
8
11
9
0
38
5
43

75.4％

0
0
13
1
0
14
0
14

24.6％

大学・大学院計 
割合
507473 187

36.9％
320

63.1％
306

60.4％
201

39.6％

令和7年度入学者

教員数

所　属　名
事　　　務　　　系
医　　　療　　　系
コーディネーター
カ ウ ン セ ラ ー

合　　　計

（単位：人）
合　　計臨 時 職 員専 任 職 員

71
2
1
5
79

17
1
1
5
24

54
1
0
0
55

事務職員数
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（単位：人）
令和7年度入学試験実施結果（学部）

学科名 入試方式
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学部名

工学部

薬学部

【学部】

（令和 7年５月１日現在）

（令和 7年５月１日現在）

（令和 7年５月１日現在）

（単位：人）

（単位：人）

学　科　名
機 械 工 学 科
電 気 工 学 科
応 用 化 学 科
数理情報科学科
医 薬 工 学 科

計
薬 　 学 　 科

1年生

合　　計

合　　　計

合計

割合

男 女
67
65
71
72
66
341
129
470

2年生
70
72
61
69
61
333
127
460

3年生
80
68
87
54
ー　
289
128
417

4年生
63
60
82
ー　
ー　
205
138
343

5年生

93
93

6年生

106
106

280
265
301
195
127
1,168
721
1,889

258
248
183
161
32
882
272
1,154
61.1％

22
17
118
34
95
286
449
735

38.9％

研究科名

工学研究科

薬学研究科

【大学院】
専　攻　名

工学専攻 （修士課程）
機械工学専攻（修士課程）
電気工学専攻（修士課程）
応用化学専攻（修士課程）
数理情報科学専攻（修士課程）
工学専攻 （博士後期課程）

計
薬学専攻（博士課程）

1年生 2年生 3年生 合計

割合

男 女

0
0
ー
0

4年生

ー
0

27

2
1
30
6
36

10
8
24
10
0
52
5
57

27
10
8
24
12
1
82
11
93

24
10
8
11
9
1
63
8
71

76.3％

3
0
0
13
3
0
19
3
22

23.7％

令和7年度在学者

参　考

16人以上
11～15人
6 ～10人
1 ～ 5 人
0 人

●令和7年度入学者（学部）の出身都道府県
　※編入学を除く。 北海道

2

青森

秋田 岩手
1

宮城山形

福島

茨城
3

千葉

海外
6

高卒認定

東京
2

静岡
3

愛知
8三重

1
神奈川
3

埼玉山梨
1

栃木群馬

新潟富山石川

長野
1岐阜

5

福井
1

京都
3

奈良
2

大阪
9

福岡
51

佐賀
10

長崎
24

兵庫
13

鳥取
2

島根
7

岡山
13

広島
34

山口
146

大分
34熊本

17

鹿児島
8

宮崎
8沖縄

3

香川
3

愛媛
15

徳島
9

高知
1

和歌山
1

滋賀
1
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【学部】

（令和 7年３月卒業者）

学部名

工学部

薬学部

※その他には、就職及び進学する意志のない者、就職及び進学以外の進路を決定した者を含む。

※内訳は小数点第 2位以下を四捨五入しているため、合計しても必ずしも 100％とはなりません。

（単位：人 ,％）

学　科　名

機械工学科
電気工学科
応用化学科
計

薬　学　科
合　　　計

卒業者数
（A）

その他
（C）

就職率％
（E/D）

県内就職率％
（F/E）（E） 内県内就職（F）

就職決定者数
大学院
進学者数
（B）

就職
希望者数
（D）

50
57
71
178
123
301

8
13
31
52
6
58

1
2
0
3
12
15

42
42
40
124
117
241

41
42
40
123
105
228

17
16
20
53
17
70

97.6
100
100
99.2
89.7
94.6

41.5
38.1
50.0
43.1
16.2
30.7

【大学院】

研究科名

工学研究科

（単位：人 ,％）

専　攻　名

工学専攻（修士課程）

修了者数
（A）

その他
（C）

就職率％
（E/D）

県内就職率％
（F/E）（E） 内県内就職（F）

就職決定者数
大学院
進学者数
（B）

就職
希望者数
（D）

28 0 0 28 28 5 100 17.9

学　部　名
（単位：人）

開　設　年　度
昭和62年4月1日～平成 7 年3月31日
平成 7 年4月1日～平成28年3月31日
平成11年4月1日～平成28年3月31日
平成15年4月1日～平成28年3月31日
平成28年4月1日～
平成28年4月1日～
平成28年4月1日～

合　　　　計

卒業・修了者数
1,896
2,269
204
8

1,895
139
7

6,418

卒業者・修了者数

【機械工学科】

進路
卒業者数
50名

進路
卒業者数
57名

進路
卒業者数
71名

進路
卒業者数
28名

【電気工学科】 【応用化学科】

【工学研究科（修士課程）】

東 京 理 科 大 学 山 口 短 期 大 学
山 口 東 京 理 科 大 学
山口東京理科大学大学院 修士課程
山口東京理科大学大学院 博士後期課程
山陽小野田市立山口東京理科大学
山陽小野田市立山口東京理科大学大学院 修士課程
山陽小野田市立山口東京理科大学大学院 博士後期課程

卒業者・修了者の進路状況（令和7年3月）

進路先の分野別割合

進学
16.0％

進学
43.7％

製造業
64.3％

製造業
24.6％

製造業
18.3％

製造業
52.0％

進学
22.8％

電気・ガス・
熱供給・水道業
12.3％

情報通信業  2.8％

サービス業
（他に分類されないもの）

2.0％

サービス業
（他に分類されないもの）  3.6％

運輸業・郵便業  1.8％

運輸業・郵便業  1.4％
サービス業（他に分類されないもの）

7.0％

電気・ガス・熱供給・水道業  14.3％
進路
卒業者数
123名

【薬学科】

卸売業・
小売業
42.3％

公務（他に分類されるものを除く）  2.4％
学術研究、専門・技術サービス業  1.6％

レジデント  2.4％

公務（他に分類されるものを除く）
6.0％

公務（他に分類されるものを除く）  5.3％

医療・福祉
33.3％

進学  4.9％

製造業  5.7％

サービス業
（他に分類
されないもの）
   14.1％

建設業
12.0％

建設業  3.6％

情報通信業
10.5％

建設業
10.5％

その他  3.5％

その他  7.3％

教育、学習支援業  1.8％

教育、
学習支援業
15.5％

卸売業・小売業  2.0％

卸売業・小売業  1.4％

電気・ガス・熱供給・水道業
  1.4％

教育・学習支援業  2.0％
金融業・保険業  2.0％
情報通信業  2.0％

情報通信業  14.3％

公務（他に分類されるものを除く）
  1.4％

その他  2.0％
電気・ガス・熱供給・水道業

  2.0％
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区　　分

修習技術者
（JABEE修了者）

中学校教諭
一種免許状（理科）

高等学校教諭
一種免許状（理科）

高等学校教諭
一種免許状（工業）

毒物劇物取扱責任者

薬剤師国家試験

（単位：人）

機械工学科
電気工学科
応用化学科
合　計

機械工学科
電気工学科
合　計
応用化学科
薬学科
合　計
薬学科

応用化学科

応用化学科

令和2年度
15
14
25
54

13

15

3
2
5
76

76

令和3年度
12
13
7
32

13

18

1
5
6
68

68

令和4年度
12
8
4
24

14

20

4
3
7
81

81

令和5年度
16
14
34
64

15

17

3
1
4
70
102
172
95

令和6年度
10
7
27
44

16

18

2
3
5
71
123
194
114

資格免許の取得状況

区　　分

科学研究費助成事業

受託研究・受託事業

奨学寄附金・公募助成金

共同研究

合　　計

文部科学省
大学改革推進等補助金等

（単位：円）

件数
金額
件数
金額
件数
金額
件数
金額
件数
金額
件数
金額

令和2年度
62

71,578,334
1

6,812,000
22

39,388,849
26

25,925,226
29

28,308,750
140

172,013,159

令和3年度
64

67,590,717
1

6,636,566
17

23,948,295
28

24,593,372
15

18,663,102
125

141,432,052

令和4年度
60

70,951,000
4

34,118,233
19

36,888,749
22

21,550,000
18

19,705,660
123

183,213,642

令和5年度
66

90,522,993
4

712,700,000
14

53,498,000
16

10,905,000
16

35,034,900
116

902,660,893

令和6年度
65

75,547,306
6

539,051,000
14

31,693,300
23

25,975,000
14

30,702,492
122

702,969,098

外部研究資金等の受入状況

※新規及び継続事業の金額を計上（繰越額は含まず）
※０円契約、契約延長の場合も件数に計上。
※表中の科学研究費助成事業は文部科学省及び独立行政法人日本学術振興会及び厚生労働省に係るもの

大学名
山陽小野田市立
山口東京理科大学

出願者数（名）受験者数（名）合格者数（名） 合格率（％） 出願者数（名）受験者数（名）合格者数（名） 合格率（％） 出願者数（名）受験者数（名）合格者数（名） 合格率（％）
総　数 新　卒 既　卒

130 129 119  92.25 123 122 114 93.44 7 7 5 71.43

第110回 薬剤師国家試験（令和6年度実施）
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区　　　　分

理科教員のためのリカレントセミナー

大学開放デー

大学開放授業

サイエンス・カフェ

オープンキャンパス

合　　計

ほんものの科学体験講座

開催回数
受講者数
開催回数
受講者数
開催回数
受講者数
開催回数
受講者数
開催回数
受講者数
開催回数
受講者数
開催回数
受講者数

令和3年度
※1
※1

※1
※1
※1
※1

※1
※1

17
735

4
62
1

567
22

1,364

令和4年度
※1
※1

※2

37
2,260

1
800
3
4
6

101
1

48
3,165

令和5年度
1

25（8）
42

1,174
1

853
4
4
6

137
1

1,815
55

4,008

令和6年度
1

23（2）
51

1,337

7
7
6

164
1

2,006
66

3,537

大学開放等の開催状況

※1 開催中止
※2 オンラインでの開催のため、集計不可
（ ）は学内受講者内数

連携協定の状況
協　定　名 協定（覚書）締結日

平成28年
4月1日

平成28年
4月1日

平成28年
7月25日

平成30年
10月31日

平成30年
12月19日

平成31年
2月13日

令和元年
8月1日

令和元年
11月18日

令和2年
1月10日

令和2年
12月23日

令和2年
11月5日

令和2年
12月16日

主　旨  ・  目　的
両大学が連携協力して教育研究活動の一層の充実と質の向上を図り、もって、学
術の発展と有為な人材の育成に寄与することを目的とします。

包括的連携のもと、学校法人東京理科大学山口東京理科大学と培ってきた信頼関
係と連携の実績を基盤として、より緊密で強固な連携体制を構築し、地域の発展
に貢献します。
産学官の連携によって大学からの技術移転を促進するとともに、新商品の開発や
新しい産業・技術を創出できるような環境の形成を通して、地域産業・企業発展
支援による本市の多様な働く場の確保や地方創生に資することを目的とします。

包括的な連携のもと、知的・人的資源の交流及び活用を図り、地域の健康・医療・
福祉の発展に寄与することを目的とします。

包括的な連携のもと、知的・人的資源の交流及び活用を図り、山陽小野田市域の
健康・医療・福祉の発展に寄与することを目的とします。

包括的に緊密な協力関係を築き、連携を深めることで、教育研究活動の充実、学生
教育の質的向上、人材の育成、活力ある地域社会の形成、教職員の資質向上及び大
学間の交流等に寄与することを目的とします。

知的・人的資源の交流及び活用を図り、地域の健康・医療・福祉の発展に寄与す
ることを目的とします。

宇部興産株式会社の有する技術力と本学の有する研究成果を結合し、産学の連携
を推進することにより新技術を開発し、併せて学術研究の振興、研究成果の社会
的貢献及び研究者・技術者の育成に資することを目的とします。

製薬工業界及び大学の教育研究地域連携活動の活性化を図り、国民の健康な生活
の実現に寄与することを目的とします。

市、教育委員会、市内高校、大学が緊密な協力関係を築き、山陽小野田市域におけ
る小学校から大学までの一貫教育を目指すことを目的とします。

互いに協力して取り組むべき新たな技術の創造と将来の地域医療を支える人材
の育成を目的とします。

両者が山陽小野田市立であることを前提とし、知的・人的資源の交流及び活用を
図り、地域の医療並びに保健・福祉の発展に寄与することを目的とします。

薬学の人材育成をとおして地域医療の発展に寄与することを目的とします。

両大学がチーム医療を実践できる優れた医療人を養成し、地域の健康・医療・福
祉の発展に寄与することを目的とします。

両者が包括的な連携・協力のもと、相互の資源を活用し、地域創生に係る学生の県内定着や地域
人材の育成、地域と連携した社会課題の解決などの様々な分野で相互に協力し、また大学を地域
創生の拠点とすることで、継続的な地域社会の発展と人材の育成に寄与することを目的とします。

バイオ人材育成の一環として係る教育を広く展開し、その推進を図ることにより
製薬等産業の振興に貢献することを目的とします。

東京理科大学と公立大学法人山陽小野田
市立山口東京理科大学との連携協力に関
する協定

山陽小野田市と山口東京理科大学との連
携に関する協定

山陽小野田市産学官
連携推進協議会

一般社団法人山口県薬剤師会と公立大学
法人山陽小野田市立山口東京理科大学と
の包括連携・協力に関する協定
一般社団法人山陽小野田薬剤師会と公立
大学法人山陽小野田市立山口東京理科大
学との包括連携・協力に関する協定
公立大学法人公立諏訪東京理科大学と公
立大学法人山陽小野田市立山口東京理科
大学との大学間連携に関する協定
山口県病院薬剤師会と公立大学法人山陽
小野田市立山口東京理科大学との包括連
携・協力に関する協定
宇部興産株式会社と公立大学法人山陽小
野田市立山口東京理科大学との包括的連
携に関する協定
山口県製薬工業協会と公立大学法人山陽
小野田市立山口東京理科大学との包括連
携・協力に関する協定
山陽小野田市、山陽小野田市教育委員会、厚狭高等学校、小野田
高等学校、小野田工業高等学校、サビエル高等学校、山陽小野田
市立山口東京理科大学との包括教育連携・協力に関する協定
田辺三菱製薬工場株式会社と公立大学法
人山陽小野田市立山口東京理科大学との
包括的連携に関する協定
山陽小野田市民病院と公立大学法人山陽
小野田市立山口東京理科大学との包括連
携・協力に関する連携協定
地方独立行政法人山口県立病院機構山口県立
総合医療センターと公立大学法人山陽小野田
市立山口東京理科大学との連携に関する協定
国立大学法人山口大学医学部と山陽小野
田市立山口東京理科大学との多職種連携
教育プログラムに関する連携協定
山口県と公立大学法人山陽小野田市立山
口東京理科大学との地域創生に係る包括
連携に関する協定
一般社団法人バイオロジクス研究・トレー
ニングセンターと山陽小野田市立山口東
京理科大学との連携・協力に関する協定

令和５年
12月25日

令和６年
10月29日

令和７年
1月22日

令和4年
10月5日
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山陽小野田市・山口東京理科大学連携
協議会

山陽小野田市都市計画審議会

山陽小野田市図書館協議会

山陽小野田市空家等対策協議会

山陽小野田市男女共同参画審議会

山陽小野田市高齢者保健福祉推進会議

山陽小野田市文化財審議会

山陽小野田市健康づくり推進協議会

山陽小野田市食育推進会議

山陽小野田市文化によるまちづくり
推進委員会

山陽小野田市本山小学校学校運営協議会

山陽小野田市GX推進協議会

山口県環境審議会

山口県地方薬事審議会

山口県献血推進協議会

山口県産業イノベーション推進課

山陽小野田市文化会館運営委員会

小野田高等学校運営協議会

小野田商工会議所山口東京理科大学連
携委員会

「山陽小野田市と山口東京理科大学との連携に関する協定書」第４条に基
づき、市と大学の人的・知的資源を活用した連携協力事業に関する事項を
協議します。

都市計画行政運営のため、市が定める都市計画の内容や手続きなどについ
て調査審議を行う審議会です。

図書館の運営に関し官庁の諮問に応じるとともに、図書館の行う図書館奉
仕につき、館長に対し意見を述べます。

空き家の適正管理や利活用等の空き家対策を推進するため空家等対策計
画策定の協議等を行います。

男女共同参画の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため
の基本的な計画の策定及び変更に関することのほか、男女共同参画の推進
に関する施策の基本的及び重要事項について審査審議します。

高齢者の保健福祉環境づくりの総合的、かつ、計画的な推進に関する事項
について調査し、審議します。

国・県・市が指定をしている文化財の保護や、収蔵に関すること、また今
後の活用に関することを審議します。

市民の実情に応じた健康づくり施策を推進します。

食育基本法に基づき、食育推進計画の作成及びその実施・推進のために設
置し、第3次山陽小野田市食育推進計画に関して審議します。

山陽小野田市における文化芸術の振興及び文化によるまちづくりの推進
に関し、広く市民から意見を聴くため設置されています。

本山小学校の学校運営に関する審議及び指導をします。

企業、大学、市民などと連携しGX推進を図ります。

環境基本法第43条及び水質汚濁防止法第21条の規定に基づき、県内の環
境保全に関する基本的事項及び水質の汚濁の防止に関する重要事項を調
査審議します。

地方での薬事に関する事項を審議します。

献血思想の普及と献血者の組織化を図ることを目的として設置します。

県内中小企業等が取り組む研究開発等を支援します。

文化会館の運営に関することを協議します。

小野田高等学校の学校運営に関する審議及び指導をします。

小野田商工会議所と山陽小野田市立山口東京理科大学の連携のあり方を
検討します。

自治体外部委員の状況

（令和 7年５月１日現在）

委員会名 主　旨  ・  目　的
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【予算規模】

（単位：百万円）

区　　分

合　　計

運営費交付金
学生等納付金
受託研究費及び寄附金
補助金収入
その他
目的積立金充当収入
施設整備費補助金収入

令和7年度
予算額 構成比

2,255
1,079
80
172
6

132
710
4,434

50.9％
24.3％
1.8％
3.9％
0.1％
3.0％
16.0％
100.0％

（単位：千円）
区　　分

収入支出予算額
令和7年度

4,433,543

【収入予算の概要】

（単位：百万円）

区　　分

合　　計

教育研究費
人件費
一般管理費
その他

令和7年度
予算額 構成比

987
1,827
1,615

5
4,434

22.3％
41.2％
36.4％
0.1％

100.0％

【支出予算の概要】

区　　分
外国人留学生の数

中華人民共和国
ベトナム
韓国

国
別
内
訳

（単位：人）
令和2年度

16
10
2
4

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
8
4
3
1

令和7年度
12
10
1
1

13
8
1
4

11
6
1
4

8
4
1
3

外国人留学生の状況

単位互換協定校の状況

※各年度５月１日現在の人数。大学院生を含む。

令和7年度当初予算

協　定　校

山口県立大学

山口学芸大学

 主　　旨　・　目　　的

大学間の相互交流と協力を促進し、教育内容の充実を図ることを目的として、
両大学の学生がそれぞれ相手大学の授業科目を履修し、単位を修得することが
できるものとします。

Sanyo-Onoda City Public University Corporation12



主要施設の状況

種　　類
１　　号　　館
２号館・３号館
４　　号　　館
５　　号　　館
６　　号　　館
７　　号　　館
８　　号　　館

９号館（多目的文化施設）
10　　号　　館
体　　育　　館
第　１　食　堂
第　２　食　堂
学　生　宿　舎
客　員　宿　舎

鉄筋コンクリート造陸屋根２階建、１棟
鉄筋コンクリート造陸屋根３階建、１棟
鉄筋コンクリート造陸屋根２階建、１棟
鉄筋コンクリート造陸屋根鉄板葺３階建、１棟
プレストレスト鉄筋コンクリート造陸屋根５階建、１棟
プレストレスト鉄筋コンクリート造陸屋根５階建、１棟
鉄筋コンクリート造陸屋根２階建、１棟
木造　一部鉄筋コンクリート２階建、１棟
鉄骨造陸屋根３階建、１棟
鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺２階建、１棟
鉄筋コンクリート造陸屋根平屋建、１棟
鉄筋コンクリート造亜鉛メッキ鋼板葺２階建、１棟
鉄筋コンクリート造亜鉛メッキ鋼板葺３階建、１棟
鉄筋コンクリート造陸屋根２階建、１棟

構　　　　　造

施設配置図

テニスコート
（7月供用開始予定）

大学要覧 2025 13



公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学
〒756-0884 山口県山陽小野田市大学通 1-1-1
TEL：0836-88-3500（代表）


	01
	02
	03

